
いろいろな 賛
さん

美
び

「わたしの 口
くち

は 賛
さん

美
び

に 満
み

ち、たえる ことなく あなたの かがやきを たたえます。」（新
しん

共
きょう

同
どう

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、詩
し

篇
へん

 71:8）

聖
せい

書
しょ

には、神
かみ

様
さま

を 賛
さん

美
び

するようにって 

書
か

かれているの。それは、神
かみ

様
さま

が わたしたちの 神
かみ

様
さま

で あり、

ご自
じ

分
ぶん

の 子
こ

どもたちの ために すばらしい ことを して くださって

いるからよ。1　神
かみ

様
さま

が して くださった ことで うれしかった ことや、

１
いち

日
にち

が 良
よ

く なった ことを 伝
つた

えれば、

感
かん

謝
しゃ

の 気
き

持
も

ちを 表
あらわ

せるわ。

う～ん。
　神

かみ

様
さま

を 賛
さん

美
び

するって、
どう するのかな？

　どうやって、神
かみ

様
さま

に 感
かん

謝
しゃ

の 気
き

持
も

ちを 伝
つた

えるの？

•　祈
いの

って 神
かみ

様
さま

に 話
はな

す 時
とき

、最
さい

初
しょ

に 神
かみ

様
さま

の 良
よ

き ことを 感
かん

謝
しゃ

する。

•　うれしい ことや、元
げん

気
き

を くれた ことについて、感
かん

謝
しゃ

する。

•　神
かみ

様
さま

の すばらしい 被
ひ

造
ぞう

物
ぶつ

や、家
か

族
ぞく

や 友
とも

だちを 感
かん

謝
しゃ

する。
イエス様

さま

、ぼくを とても 
良
よ

く 世
せ

話
わ

して くださる ことを 
感
かん

謝
しゃ

します！　賛
さん

美
び

や 感
かん

謝
しゃ

は、神
かみ

様
さま

に 近
ちか

づく 一
ひと

つの 方
ほう

法
ほう

です。それは また、

わたしたちを もっと 幸
しあわ

せに して くれます。たくさんの 良
よ

い 

ことや うれしい ことについて 考
かんが

えて いると、毎
まい

日
にち

が 

とても 祝
しゅく

福
ふく

されている ことを 思
おも

い出
だ

すからです。

　ほかにも、神
かみ

様
さま

に 感
かん

謝
しゃ

を 表
あらわ

す 色
いろ

々
いろ

な 方
ほう

法
ほう

を 考
かんが

えて 

みましょう。祈
いの

りの 言
こと

葉
ば

で 感
かん

謝
しゃ

を 表
あらわ

す以
い

外
がい

にも、賛
さん

美
び

の 

歌
うた

を 歌
うた

ったり、賛
さん

美
び

の 言
こと

葉
ば

を 書
か

き記
しる

したり、感
かん

謝
しゃ

を 表
あらわ

す 絵
え

を

かいたり、それを 実
じつ

演
えん

してみるなど、色
いろ

々
いろ

な 楽
たの

しい 賛
さん

美
び

の 

アクティビティが できますよ。それは、毎
まい

日
にち

の くらしに 神
かみ

様
さま

が 

もたらして くださる 良
よ

い ことを 思
おも

い出
だ

すのに 役
やく

立
だ

ちます。



賛
さん

美
び

の アイデア１：
感
かん

謝
しゃ

の イモムシ君
くん

　最
さい

初
しょ

は、イモムシ君
くん

の 頭
あたま

の 部
ぶ

分
ぶん

を 作
つく

る ところから 始
はじ

めましょう。（こちらのアクティビティの

ページから、頭
あたま

と体
からだ

の部
ぶ

分
ぶん

を印
いん

刷
さつ

して使
つか

うことができます。白
しろ

黒
くろ

版
ばん

はこちら）　それが できたら、

イモムシ君
くん

の 頭
あたま

を、自
じ

分
ぶん

の 部
へ

屋
や

か リビングルームの かべに 張
は

りましょう。そこから スタートです。

お父
とう

さんや お母
かあ

さんに 手
て

伝
つだ

って もらって、イモムシ君
くん

の 体
からだ

の 部
ぶ

分
ぶん

に するために、色
いろ

んな 色
いろ

の 紙
かみ

から 

同
おな

じ 大
おお

きさの 丸
まる

を 切
き

りぬきましょう。（それぞれの 丸
まる

には 短
みじか

い 賛
さん

美
び

を 書
か

くのに じゅうぶんな 

スペースが あるように、この 丸
まる

は なるべく 大
おお

きく 切
き

りぬきましょう。）

　毎
まい

日
にち

、丸
まる

い 色
いろ

紙
がみ

の １
いち

枚
まい

に、感
かん

謝
しゃ

している ことを 文
ぶん

で 書
か

いたり 絵
え

に して かきましょう。例
たと

えば、

「イエス様
さま

、家
か

族
ぞく

を 感
かん

謝
しゃ

します。」と 書
か

いたら、その 丸
まる

い 紙
かみ

を テープで イモムシ君
くん

の 体
からだ

に はって 

つなげます。家
か

族
ぞく

も さそって、いっしょに この アクティビティを すると いいでしょう。そして、

いっしょに この 感
かん

謝
しゃ

の イモムシ君
くん

の 成
せい

長
ちょう

を 見
み

て いきましょう。

「主
しゅ

に 感
かん

謝
しゃ

し、その み名
な

を 呼
よ

び、その みわざを もろもろの 

民
たみ

の 中
なか

に 知
し

らせよ。」（歴
れき

代
だい

志
し

上
じょう

 16:8）

http://static1.1.sqspcdn.com/static/f/550417/27632991/1500690586717/0-5_430_Activity_Growing+in+Kindness+Caterpillar_Color_Jap
http://static1.1.sqspcdn.com/static/f/550417/27632992/1500690587290/0-5_431_Activity_Growing+in+Kindness+Caterpillar_b-w_Jap


賛
さん

美
び

の アイデア３：
賛
さん

美
び

の ジェスチャーゲーム
賛
さん

美
び

の アイデア２：
賛
さん

美
び

を 絵
え

に する
　感

かん

謝
しゃ

している ことを、絵
え

に かいて

みましょう！　すごい アーティストで

なくても、この アクティビティは 

できますよ。必
ひつ

要
よう

なのは、想
そう

像
ぞう

力
りょく

だけ。

感
かん

謝
しゃ

している 気
き

持
も

ちを 絵
え

に して、

紙
かみ

に かけば いいのです。

　感
かん

謝
しゃ

している ことを 思
おも

いうかべて、

それを 絵
え

に しましょう。例
たと

えば、

イエス様
さま

が 勉
べん

強
きょう

を 助
たす

けて くれて

いることを 感
かん

謝
しゃ

しているなら、学
まな

んで

いることを 絵
え

に して 感
かん

謝
しゃ

を 示
しめ

せば 

いいでしょう。その 絵
え

を、見
み

える 所
ところ

に

張
は

りましょう。そうすれば、絵
え

を 見
み

る

たびに、神
かみ

様
さま

が 良
よ

くして くださって

いる ことを 思
おも

い出
だ

せますね。

今
きょう

日は、なかなか 勉
べん

強
きょう

に 
集

しゅう

中
ちゅう

できなかったけれど、

「そして すべての ことに つき、

いつも、わたしたちの 主
しゅ

イエス・

キリストの み名
な

に よって、父
ちち

なる 

神
かみ

に 感
かん

謝
しゃ

し、」（口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、

エペソ人
びと

への 手
て

紙
がみ

 5:20）

「いと 高
たか

き 者
もの

よ、主
しゅ

に 感
かん

謝
しゃ

し、

み名
な

を ほめたたえるのは、

よい ことです。」

（口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、詩
し

篇
へん

 92:1）

分
わ

かった！　
わたしたちの 安

あん

全
ぜん

のために、交
こう

通
つう

整
せい

理
り

を 
して くれている おまわりさんに 

   感
かん

謝
しゃ

してるのよ。

　演
えん

技
ぎ

するのは 

好
す

きですか？　

もし そうなら、

家
か

族
ぞく

や 友
とも

だちと 

いっしょに、この 

賛
さん

美
び

の アクティビティを 

やってみましょう。

楽
たの

しいですよ。まず 一
ひとり

人を 選
えら

んで、その 人
ひと

に、自
じ

分
ぶん

が 感
かん

謝
しゃ

している ものを 

考
かんが

えて もらい、それを、言
こと

葉
ば

を 使
つか

わず 身
み

振
ぶ

り手
て

振
ぶ

りで 演
えん

じて もらいます。

それが 何
なに

か 当
あ

てた 人
ひと

は、その 主
しゅ

題
だい

について イエス様
さま

への 短
みじか

い 賛
さん

美
び

を 言
い

って、

次
つぎ

は 自
じ

分
ぶん

が 感
かん

謝
しゃ

している ものを 演
えん

じ、みんなに 当
あ

てて もらう 番
ばん

です。

そうやって、ゲームを 続
つづ

けていくのです！

　感
かん

謝
しゃ

している こと（例
れい

：友
ゆう

情
じょう

、家
か

庭
てい

、おいしい 食
た

べ物
もの

など）を １
ひと

つずつ、

紙
かみ

切
き

れに 書
か

いて おくのも いいでしょう。その 紙
かみ

切
き

れを ボウルに 入
い

れたら、

ゲーム開
かい

始
し

です。一
ひとり

人が 紙
かみ

切
き

れを １
いち

枚
まい

 取
と

って、そこに 書
か

かれて いる ことを 

演
えん

じ、それが 何
なに

か、ほかの 人
ひと

たちが 当
あ

てます。（言
こと

葉
ば

は 使
つか

わずにね。）

イエス様
さま

が 集
しゅう

中
ちゅう

力
りょく

の カギを くれ・・・

ぼくが 集
しゅう

中
ちゅう

して 勉
べん

強
きょう

を 終
お

わらせるのを 
助
たす

けて くれました。



文：シャナ・ランドン　絵：エヴァンジェリン　デザイン：ロイ・エバンス
出版：マイ・ワンダー・スタジオ　Copyright © 2019年、ファミリーインターナショナル

“Many Ways to Praise”--Japanese　　
関連の読み物はこちら ⇒ 子供のアクティビティ、賛美と感謝

賛
さん

美
び

の アイデア４：クッキー・サプライズ 賛
さん

美
び

の アイデア５：
いす取

と

りゲーム　この アイデアは、おうちの 人
ひと

に 手
て

伝
つだ

って もらい、

あらかじめ 計
けい

画
かく

して おきましょう。最
さい

初
しょ

に、賛
さん

美
び

に 

関
かん

する 聖
せい

句
く

や、感
かん

謝
しゃ

の 気
き

持
も

ちを 表
あらわ

す 言
こと

葉
ば

（例
れい

：

「イエス様
さま

の 愛
あい

と 世
せ

話
わ

を 感
かん

謝
しゃ

します」など）を、

12枚
まい

の 小
ちい

さな 紙
かみ

切
き

れ（5cmx2cmくらいの 大
おお

きさ）に 

書
か

いて、小
ちい

さく 折
お

りたたみましょう。そうしたら、

おうちの 人
ひと

と いっしょに、家
か

族
ぞく

の ための 

クッキーを 作
つく

りましょう。クッキーを 焼
や

く 前
まえ

に、

それぞれの クッキーの 中
なか

に、小
ちい

さく 折
お

りたたんだ 

紙
かみ

切
き

れを １
いち

枚
まい

ずつ、注
ちゅう

意
い

深
ぶか

く かくしましょう。

　クッキーが 焼
や

けたら、冷
さ

まして、家
か

族
ぞく

が 集
あつ

まる 時
とき

（例
れい

：食
しょく

事
じ

の 後
あと

や、何
なに

か いっしょに する 時
とき

など）のために

取
と

って おきましょう。みんなが 集
あつ

まったら、賛
さん

美
び

の クッキーを

出
だ

します。クッキーを 食
た

べる 前
まえ

に、一
ひとり

人一
ひとり

人が、入
はい

っていた 

聖
せい

句
く

や 賛
さん

美
び

を 読
よ

むのです。（だれかが うっかり 中
なか

の 

紙
かみ

を 食
た

べて しまわない ように、クッキーの 中
なか

に 紙
かみ

が 

入
はい

っている ことを 知
し

らせて おきましょう。）

「主
しゅ

よ、わたしは 心
こころ

を つくして あなたに 感
かん

謝
しゃ

し、あなたを ほめ歌
うた

います。」

（口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、詩
し

篇
へん

 138:1）

賛
さん

美
び

の 歌
うた

？　

ああ、思
おも

い出
だ

したわ。

「主
しゅ

を ほめよ・・・」

　いすを、外
そと

側
がわ

向
む

きに 輪
わ

に 

ならべます（いすは 人
ひと

の 数
かず

より 

１
ひと

つ 少
すく

なく）。音
おん

楽
がく

を かけ、係
かかり

の 

人
ひと

が 適
てき

当
とう

な ところで 止
と

めます。

音
おん

楽
がく

が 止
と

まったら、みんな、さっと

いすに すわります。すわれなかった 

人
ひと

は、短
みじか

い 感
かん

謝
しゃ

の 祈
いの

りを 言
い

って、

賛
さん

美
び

の 歌
うた

を 歌
うた

います（みんなも

いっしょに）。または、神
かみ

様
さま

への

賛
さん

美
び

についての 引
いん

用
よう

句
く

か 聖
せい

句
く

を

言
い

います。その 人
ひと

は 輪
わ

から ぬけ、

いすも １
ひと

つ 減
へ

らして、同
おな

じように

ゲームを 続
つづ

けます。全
ぜん

員
いん

が いすに 

すわりそこねて 賛
さん

美
び

を 言
い

うまで、

続
つづ

けます。

「主
しゅ

の 聖
せい

徒
と

よ、主
しゅ

を ほめうたい、その 聖
せい

なる み名
な

に 感
かん

謝
しゃ

せよ。」

（口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、詩
し

篇
へん

 30:4）

脚
きゃく

注
ちゅう

：
1 申

しん

命
めい

記
き

 10:21を 読
よ

んでね。

https://www.mywonderstudio.com/
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